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  立命館大学経営学部校友会 

 

ＡＣＲＯＳＳ 速報版 
            

2015 年 2 月 14 日 第 76 号 

----------------------------------------------------------------------------------- 

 

社会人の学び、ＭＢＡでの学び 

 

 立命館大学経営学部校友会の 2014 年度第３回セ

ミナーが 2015年 2月 14日(土）東京お茶の水の「東

京ガーデンパレス」において行われました。「社会

人の学び、MBA での学び」と題して奥村陽一経営

管理研究科長をコーディネーターとして、主に社会

人として大学院で学んで、何を得ましたかという経

験談が話されました。荻原実紀、當真瑞代、平岡仁

志、横川隆司、和栗毅の５人がお話しされました。

それぞれ学んだ大学院は異なるけれど、そこで学ん

だことが今、どのように活かされているかをお話し

されました。お話の内容を簡潔にまとめてみまし

た。 
 

 まず、第 1 部として「キャリアの転機と MBA」と

題して、エムスリーキャリア株式会社において医師

事業部においてエリアリーダーとしてお仕事をされ

ている平岡仁志氏がお話しされました。 

 

自己紹介 私は、会社を 3 社移りました。そして

2009 年グロービスマネジメントスクールに入り

グロービス大学院で 3 年で修士を得ました。中で

も印象深いのはマッキンゼー出身者の方に教わっ

たことです。経営チーム強化コンサルタント、ヘ

ッドハンター、リーダー育成のプロである岡島悦

子先生に習ったことが大きかったです。 

 最初私は、林テレンプという自動車部品の会社

に勤めましたが、そしてそこはキャッシュリッチ

な会社だったのですが、このままでよいのかと思

いました。その後、日本 GE に勤めました。 
金融商品を扱っていました。確かに経営がすばら

しく、システム、オペレーションともにすばらし

い会社でした。その後、エムエスエムに勤め、親

会社からすぐ転籍して 2009 年 12 月エムスリーキ

ャリア（エムスリーのグループ会社）に行き、医

師、薬剤師のキャリアビジネスの仕事をしていま

す。エムスリーという会社は時価総額 7887 億円

でサービス業第 9 位という会社です。 

 MBA 取得のきっかけはリーマンショックでし

た。GE は大丈夫だと思っていましたが、人員削

減、事業縮小といわれました。そこで、強烈な危

機感をもち、企業依存からの脱却を図りました。

縮小マーケットより拡大マーケットへと転職しま

した。医療関係です。そして並行してグロービス

へ行き、学びました。 

 そこで、論理思考力を身に付けることができま

した。「本当か？他にないか？」常に考えるよう

になりました。一つ上の人脈レイヤーに接するこ

とができるようになりました。レイヤーが上がっ

てきたと感じました。そこでチャンスを獲りに行

く姿勢に転じました。 

MBA の学びの活用  MBA で学んだことは、今の

会社で生きていると感じています。会社も売り上

げは 4 倍に成長し、社員も約 25 人から約 230 人

へ、すなわち 2010 年から 2014 年にかけて組織は

10 倍に成長しました。ポジションや役割も毎年

変化しています。メンバーから、サブリーダー、

そしてリーダー、さらにエリア責任者へと上昇し

てきました。 

 仕事は忙しく、規模が大きくなってくるととも

に、社員に退職や休職が続出し、ベンチャー精神

が希薄化してきているのではないかと感じます

し、組織の急成長に応じたオペレーションの変更

も必要になってきています。既存のオペレーショ



- 2 -

ンでは通じなくなってきています。でも、MBA
のケースを通じて経営を疑似体験したことでこれ

への対応ができています。すなわち、MBA では

急成長の痛みを想定した対応を学びました。論理

思考・戦略思考を身に付けました。だから、オペ

レーション構築ができ、複雑な仕事をロジカルに

くんでいけるようになりました。走りながら考え

ることができています。グロービスの中で力がつ

きました。事前に学んでいましたから困難への対

応もできました。 

私の志 私の志。それは自ら新しい価値を生むこ

とです。仕事の中で、ロールモデルになることが

目標です。最後に、グロービスの 3 年間で学んで

気に入った言葉は、「論理的に考えれば意思決定

できるなんてあり得ない。最後は自分で選んだ方

がうまくいくようにやる！ とにかくやりきるだ

けだ。」という元アクセンチュアパートナーの田

村誠一氏の言葉です。 

 

 つぎに、第 2 部「MBA で変わる人生とキャリア」

と題して、白石工業株式会社、白石カルシウム株式

会社人事部長の當真瑞代氏のお話でした。 

 

自己紹介 私は某不動産会社勤務の後、1999 年

白石工業株式会社、社長室に入社しました。2007
年、白石中央研究所の課長の時に RBS(立命館ビ

ジネススクール）に入りました。そして、2014
年転機が訪れました。 

キャリアと人生 私の人生を表す母の一言があ

ります。「大学受験の時に一生懸命勉強しなかっ

たから、大人になっても、ずっと勉強しないとい

けないのよ」という言葉が私には当てはまってい

るようです。 

 高校は国際文化科で、大学受験に失敗し、そし

て女子大へ入りました。海外へ行きたかったの

で、航空会社を志望し受かったのですが、反対さ

れ、結局不動産会社に入りました。しかし、将来

が簡単に想像できたので、退職しました。そし

て、職安で探して、24 歳のときに今の会社へ就

職しました。就職してからはよく働き、よく遊び

ました。28 歳のとき上司が代わり、仕事も充実

していましたが、薦めもあり、将来の自立を考

え、社労士の勉強を始め、資格を取得しました。

そこで、「研究所へ行かないか、経験しないとコ

ンサルなどできないよ」と言われて 3 年間の約束

で異動しました。 
 ところが 35 歳のとき、お世話になった上司、

専務二人とも亡くなりました。まさに人生カーブ

急落です。 

大学院入学 大学院入学の動機は、そのような

人生の転機を経験したからです。研究所でやるべ

きことを終わらせてから会社を辞めようと思いま

した。とにかく、上司に託されたことをやろうと

大学院へ入りました。大学院では、自分を見つめ

た日々でした。「私が生きる価値って何？ 私は

何のために働いているの？ 私がやりたいことっ

て何だろう？」と自分自身に問いかけ、自分自身

を考えました。 
 立命館大学大学院に入学したのは、一つは、研

究所で実務経験した管理部門の業務を一から理論

的に学ぼうと思っていたからで、さらに、上司が

立命館の大学院を出た人だったということです。

それで大学院を見に行った記憶を思い出し RBS
で科目履修をし、入学しました。 

世間知らずな私 入学したらみんなが MBA、

MBA って言っていましたが、恥ずかしながら私

は MBA が何を意味しているのかわかりませんで

した。「MBA ってなに？」って隣の人に聞いて

呆れられました。授業にもついていけず、深く悩

んでいました。でも、そんな中で勇気をもらった

一言がありました。それはその人が、「僕もわか

らないからここに来て勉強している。8 回の授業

でわかるようになればいい。」という言葉でした 

 私自身に問い続けた言葉は先の 3 つ「私が生き

る価値って何？ 私は何のために働いているの？ 

私がやりたいことって何だろう？」です。そこで

思ったことは、人材育成は自分のためではなく研

究員の育成のためだということです。大学院では

課題研究論文を書く必要があるのですが、そのた

めに多くの本、論文を読まなくてはなりません。

大学院では睡眠時間は毎日３時間くらいでした。

お金も使いました。授業料、本代、交流会（飲み

代）で 500 万円くらい使ったと思います。でもそ

れだけの値打ちはありました。元を取り戻してい

ます。 

 大学院を修了して思いもよらなかった配置転換

が訪れました。親会社の人事部長になったことで

す。ここで改めて感じたのは、大学院で学んだこ
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とのすばらしさです。人事部長になっても何とか

やろうと思い、さほどの苦痛を感じません。学ぶ

ことの喜びと楽しさを学んだからです。今、大学

院で学んで役に立っていることは、①チームワー

クの大切さを知ったことです。②判断力と早さ、

その重要性です。③効率性、つまり時間の有効活

用です。④メンタリティー、すなわち、へこたれ

なくなったことです。⑤幅の広さができたことで

す。いろんな人と巡り会えたことです。 

 私にとって、大学院は想像以上の産物を与えて

くれました。①生涯の友との出会いをえられまし

た。利害にとらわれず何でも相談できる友です。

②縦横無尽に広がる人脈ができたことです。今の

私は、この人に会いたいと思えば、人づてで誰と

でも会えると思えるようになりました。③自分を

客観視できるようになったことです。これらは始

め考えてもみていなかった、想像以上の産物でし

た。 

私にとって MBA とは 私にとって MBA とは何で

あったのか。それは自分自身を取り戻した場所で

す。それまで自信をなくしていた自分が、大学院

に入学して学び、友人をえて、大学院を修了して

大きな自信を得ることができました。 

 

 さらに、第 3 部として、登壇の皆様方のお話の

後、パネルディスカッションの予定でしたが、時間

が足りなくなりました。登壇者の皆様のお話を紹介

します。 
 

  第 3 部の一人目は資産運用会社三菱 UFJ 投信 
和栗毅氏です。 

 

自己紹介 私は立命館大学経済学部ですが、ファ

イナンス・インスティテュートのゼミで学びまし

た。卒業後、保険会社を経て、資産運用の仕事を

したくて ニッセイアセットマネジメントへ入り

ました。そこでは、商品開発室で、ファンド分

析、マクロ経済レポートを作成しました。その間

早稲田大学大学院ファイナンス研究科に行きまし

た。仕事に直結しているからです。債券運用部で

仕事をしながら大学院へ行っていました。トレー

ディング部で仕事をしながら大学院へ通いまし

た。 

 現在は、三菱 UFJ投信へ変わりました。現在の

仕事の内容は、アイデアの提案、ファンドの立ち

上げ（商品開発）です。海外とのミーティングも

多く、忙しい毎日ですが、大学院で学んでいるの

でこれが役に立っています。 

大学院で学ぼうとした理由 生命保険会社など

でまわりを見ていると、その会社一辺倒でつぶし

のきかない人が多かったので、これではいけない

と思い、ファイナンススクールへ行きました。資

産運用のプロフェッショナルになりたいと思って

いました。 

学んだことがどのように役立っているのか 学

んだことは仕事に大いに役立っています。そこで

学んだ知識は有用でした。非常に仕事にプラスに

なっています。シミュレーション講義も役立って

います。キャリアへの影響は大きいと思っていま

す。社内での評価にもつながっています。海外

（外資系等）での MBA の評価は高く、一定の地

位の人はすべて MBA を持っています。マネジメ

ント層にあがるには MBA をとることが重要で

す。 

 

 第 3 部、二人目は株式会社コトヴィア代表取締

役、株式会社そらゆい代表取締役の荻原実紀氏のお

話しでした。 

 

自己紹介 私は 2001 年立命館大学経済学部を卒

業し、大学院経営学研究科に入りました。2003
年に修了後、株式会社中西元男事務所（PAOS）
に入社。その後 PAOS の女性クリエイティブチー

ムで独立し、2010 年 COTOVIA を開業。2014 年

SORAYUI を創業しました。 
大学院での出会い 学生時代、いつしか地方や

中小企業をサポートできる経営知識を身につけた

いと想い、大学院経営学研究科へ進学しました。

大学院時代に客員教授であった中西元男氏（PAO
S グループ代表・CI 戦略コンサルタント）の講義

を受け、「経営に変革を起こすデザインの影響

力」を知り、PAOS 独自の考え方や手法・数々の

実績に衝撃を受けました。インターンシップを通

じて、PAOS にプランナーとして就職しました。

PAOS 時代は、中西氏のもとで直接的に指導を受

けた修行の日々、主にクライアントの経営者層と

直接仕事をする、一流のプロの仕事現場は大変厳

しかったです。入社当初から自主自立するために
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育て鍛えられ、いつかは PAOS の理念・メソッ

ド、イズムを継承し自立する時期が来ると意識し

ていました。 
COTOVIA 創業 中西氏に応援をいただきなが

ら、2010年 COTOVIAを創業。企業や組織のビジ

ョンや経営課題を、感性訴求力をいかして、デザ

イン戦略やマーケティング戦略を軸に解決し、共

に未来を創造する「感性デザインコンサルティン

グファーム」を目指し、独自のクリエイティブ事

業を展開しています。また、大学院時代にお世話

になった、谷口正和先生（株式会社ジャパンライ

フデザインシステムズ代表取締役社長・マーケテ

ィングコンサルタント）の勉強会（文化経済研究

会）にも参加させていただいています。2014 年

に縁あって伊勢に本社を置く SORAYUI を起業し

ました。日本文化や精神性を背景にした、女性向

けの商品企画開発を始めています。 

 女性ならではの感性を活かして、人々の想いや

願いを大切に、心に響く感動価値と、新たな生活

文化を育む経営を目指しています。すべては

「縁」と、そのつながりの「絆」にあり、今も大

学院時代に習った先生方に教えをいただいていま

す。 
  
第 3 部三人目はドルフィンスルー株式会社代表取締

役横川隆司氏です。 

 

自己紹介  私は 1985 年経営学部を卒業し

ADK[アサツーディケイ]という広告会社（当時

は第一企画）に入社しました。クリエイターとし

てテレビコマーシャルを多数制作。ACC 賞をは

じめ数々の広告賞もいただいきました。そして、

「学校は人生の設計図を描くところ」と位置付

け、2003 年立命館の MBA へ入学。05 年修了して

『自分をデザインする』（創英社/三省堂書店）

と言う本を執筆しました。08 年にはベンチャー

である「Wiiの間」へ転職。さらに 2012年湘南ビ

ジネスコンテストで準グランプリを受賞しこれを

機にドルフィンスルーを創立しました。現在は、

映像制作会社として湘南にオフィスを構え、チャ

ンネルプロディースセミナー映像塾という社会貢

献事業も行っています。 
学んだ動機 祖父が立命館出身ということもあっ

て立命館大学へ進学したものの、学生の時は熱心

に勉強しませんでした。得たものは一生の友だち

くらい。しかし、卒業してみて、社会人になって

も学びに終わりはないことに気付き、もう一度

「ちゃんと」学びたくなって MBA の社会人クラ

スへ入学し、2 年間必死で勉強しました。 
立命館で学んだこと 得たものは大きかった。

「ネゴシエーション」の麻殖生先生、「ネットワ

ーク社会」の細井先生、「ベンチャーファイナン

ス」の村山先生などなど、目からウロコの、人生

を変えたかもしれない授業に出会えました。数字

で分析して既成概念を打破。変化を予測して戦略

を練る。こういった MBA の基本的な所作を 2 年

間でじっくり体得できました。何より、教授陣の

モノの見方、考え方、着眼点に触れることができ

た。今でもかけがえのない財産です。ビジネスコ

ンテスト入賞をはじめ、会社を起業する時には大

きな推進力になりましたし、また、人生の羅針盤

を得たと思います。学校は人生の設計図を描くと

ころ。設計図は時々、描き直しも必要です。 
今でも、時々講義ノートを開いて読み返してい

ます。なぜなら、経営者として、社会人として役

立つヒントと発見に満ちているからです。 
自分の望む職業を選択し、自分の望む場所に住

み、自分の望む年齢まで仕事ができる。自分のや

りたいことと会社のやりたいことを一致させるこ

とができる今がとても幸せです。 
 

 パネルディスカッションの時間が取れず、懇親会

で交流する中で、登壇者に改めてお話をうかがうこ

とができました。 
         （松村） 

 


